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本
書
は
、
全
編
を
通
じ
て「
住
む
と
住
ま
い
」の
視
点
か
ら
書
か
れ
た
建
築
計
画
の
教
科
書
で
す
。
こ
れ
が
最
大
の
特
徴
で

あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
に
よ
り
他
に
類
を
見
な
い
教
科
書
と
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
出
版
さ
れ
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な「
建
築
計
画
」の
教
科
書
で
は
、「
住
宅
」を
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
の
一
つ
と
し
て
他
の「
施
設
」と
同
列
に
扱
う
の
が

一
般
的
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
建
築
の
起
源
と
い
わ
れ
る「
住
ま
い
」は
、
住
宅
以
外
の
建
築
、
施
設
の
出
発
点
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
も
っ
と
も
日
常
的

に
接
し
て
い
る
建
築
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
間
生
活
の
基
本
的
な
シ
ェ
ル
タ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
建
築
は
住
宅
に

通
じ
、
す
べ
て
の
建
築
は
住
宅
に
回
帰
す
る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

生
活
者
の
視
点
か
ら
住
宅
を
捉
え
直
す
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
本
書
の
視
点
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

　
全
体
構
成
は
、
全
8
章
を
3
部
に
分
け
て
い
ま
す
。
Ⅰ
部
で「
住
む
こ
と
」と「
建
築
計
画
」の
視
点
と
枠
組
み
を
整
理
し
て

い
ま
す
。
Ⅱ
部
で
は
具
体
的
な「
住
ま
い
の
計
画
」を「
住
戸
・
住
宅
」か
ら
そ
の「
集
合
」、
そ
し
て「
ま
ち
」ま
で
各
ス
ケ
ー
ル

に
分
け
、
さ
ら
に「
住
宅
」以
外
の「
施
設
の
計
画
」に
つ
い
て「
住
む
と
住
ま
い
」の
視
点
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ⅲ

部
課
題
編
で
は「
住
む
と
住
ま
い
か
ら
見
た
時
代
の
テ
ー
マ
」を
紹
介
し
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
立
ち
位
置
や
役
割
が
少
し
ず

つ
シ
フ
ト
し
、
ま
た
拡
張
し
て
い
る「
建
築
計
画
」の
境
界
領
域
を
ま
た
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
や
動
向
を
通
し
て
、
逆
に「
建

築
計
画
」の
意
味
や
位
置
づ
け
、
役
割
、
そ
し
て
方
向
性
を
考
え
る
材
料
と
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

　
頁
構
成
は
、見
開
き
2
頁
を
基
本
単
位
と
し
、右
側
に
文
章
、左
側
に
図
表
・
写
真
を
置
く
形
式
で
統
一
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

偶
数
の
各
頁
の
枠
外
に
は
キ
ー
ワ
ー
ド
を
置
き
、
は
じ
め
か
ら
順
番
に
読
む
以
外
に
も
、
興
味
の
あ
る
項
目
や
調
べ
た
い
項

目
、
関
連
事
項
に
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
建
築
の
初
学
者
向
け
教
科
書
を
目
指
し
ま
し
た
。
大
学
の
1
年
後
半
か
ら
2
年
前
半
あ
た
り
で
開

講
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
最
初
の「
建
築
計
画
」の
授
業
か
ら
、
そ
の
後
の
集
合
住
宅
や
住
宅
地
を
扱
う
授
業
で
の
利
用
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
住
む
と
住
ま
い
」を
全
編
で
扱
う
広
範
で
充
実
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
大
学
院
や
住
居
学
科
、
イ

ン
テ
リ
ア
・
福
祉
系
の
専
門
学
校
の
学
生
に
も
役
立
つ
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
住
宅
・
住
居
を
専
門
と
す
る
建
築
以
外
の
実

務
家
や
大
学
院
生
に
も
十
分
耐
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
科
書
の
枠
を
超
え
て
、
本
書
が
広
く
活
用
さ
れ
、
み
な
さ

ま
の
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。
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Ⅰ
部
　「
住
む
」か
ら
建
築
計
画
へ

建
築
計
画
と
住
ま
い

1
1

キーワード 建築計画　使われ方の研究　使い手の評価　ネットワーク　デザインプロセス　ワークショップ　吉武泰水

　
建
築
計
画
は
、
建
築
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
空
間
や

環
境
の
分
析
・
評
価
を
通
し
て
、
建
築
設
計
を
支
え
る
知

見
や
条
件
を
提
示
、
提
案
す
る
分
野
で
あ
る
。
建
築
を
つ

く
る
目
標
な
ど
は
、
社
会
や
時
代
の
影
響
を
受
け
る
が
、

使
い
手
の
視
点
は
、
変
化
し
な
い
本
質
で
も
あ
る
。

建
築
計
画
の
領
域

　
建
築
計
画
は
戦
後
に
学
問
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

1
9
6
0
年
代
に
建
築
計
画
学
と
し
て
体
系
化
さ
れ
た（
表

１
）。
し
か
し
な
が
ら
、
建
築
計
画
と
い
う
言
葉
自
体
は
、

こ
れ
以
外
に
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
工
業
高

校
の
指
導
要
領
や
建
築
士
資
格
の
学
科
科
目
の
範
囲
と
し

て
は
、
建
築
計
画
に
は「
歴
史
・
意
匠
」や「
都
市
計
画
」、

さ
ら
に「
環
境
系
」の
領
域
も
含
ま
れ
る（
表
２
）。

　
ま
た
、
建
築
は
技
術
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
時
代

の
変
化
に
応
じ
て
そ
の
問
題
意
識
が
刻
々
と
変
化
す
る
た

め
、
建
築
計
画
と
い
う
言
葉
が
曖
昧
に
使
用
さ
れ
た
り
、

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
変
化
す
る
。
一
方
、
学
問
と
し
て

の
基
盤
は
、
使
わ
れ
方
の
研
究
を
基
盤
と
す
る
考
え
方
や
、

使
い
手
の
評
価
に
基
づ
い
て
設
計
の
向
上
を
目
指
す
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
は
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る（
表
３
）。

計
画
の「
知
見
」と

設
計
に
お
け
る「
総
合
性
」

　
建
築
の
設
計
は
物
理
的
な
空
間
を
生
み
出
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
環
境
が
構
築
さ
れ
る
と
い
う
具
体
的
な
結
果
を
伴

う
。
し
か
し
、
実
験
は
経
済
的
に
難
し
い
た
め
、
既
存
事

例
の
調
査
や
評
価
な
ど
の
知
見
を
も
と
に
す
る
こ
と
が
多

い
。
よ
り
良
い
設
計
の
た
め
に
は
、
実
験
に
代
わ
る
建
築

計
画
の
役
割
が
重
要
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
そ
の
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
参
照
し
、
生
か
そ
う
と
す
る（
図
1
）。

　
一
方
、
設
計
は
、
無
か
ら
生
み
出
す「
芸
術
」で
は
な
く

（
芸
術
作
品
と
し
て
の
建
築
も
あ
る
が
）、
与
え
ら
れ
た
条

件
の
も
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
応
用
し
、
各
部
分
を

バ
ラ
ン
ス
・
適
合
さ
せ
る
な
ど
の
総
合
性
が
求
め
ら
れ
る

「
デ
ザ
イ
ン
」で
あ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
通
常
、
秩
序
立

っ
た
直
線
で
示
さ
れ
る（
図
２
）が
、
実
際
は
さ
ま
ざ
ま
な

知
見
や
思
考
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
、
い
わ
ば「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」の
よ
う
な
多
様
な
関
係
性
や
経
路
、
選
択
肢
を
も

ち（
図
3
、
表
4
）、
設
計
者
一
人
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
者
の
意
思
が
介
入
す
る
。
生
み
出
さ
れ
る
答
え
は

一
つ
で
は
な
く
、
十
人
い
れ
ば
十
通
り
以
上
の
答
え
が
あ

る
た
め
、
最
終
的
に
は
、
設
計
は
教
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

自
ら
の
経
験
や
実
践
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
い
、

と
い
わ
れ
る
。

「
住
ま
い
」か
ら
分
化
し
た「
施
設
」

　
出
産
・
育
児
・
食
事
・
教
育
・
労
働
・
婚
礼
・
葬
祭
な
ど
、

今
日
、
住
宅
の
外
で
行
わ
れ
る
多
く
の
行
為
を
、
か
つ
て

人
々
は
住
宅
で
営
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
社
会
経
済
の
発

展
に
伴
っ
て
、
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
住
居
と
は
別
の
場

所
で
効
率
的
に
運
営
す
る
仕
組
み
と
し
て「
施
設
」が
生
ま

れ
、
そ
れ
ら
は
生
活
と
切
り
離
さ
れ
た
。

　
施
設
は
、
住
居
を
切
り
離
す
こ
と
に
よ
り
、
機
能
を
純

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
利
用
者
や
職
員
が
多
く

複
雑
に
な
る
た
め
、
効
率
や
経
済
性
な
ど
が
研
究
上
、
重

視
さ
れ
る（
図
4
）。

建
築
計
画
の
細
分
化
と
領
域
の
広
が
り

　
建
築
計
画
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
調
査
に
も
と
づ
く
使

わ
れ
方
の
研
究
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
動
作
寸
法
や

安
全
計
画
、
規
模
計
画
な
ど
、
客
観
的
認
識
に
も
と
づ
く

科
学
的
研
究
が
あ
る
。
定
量
化
に
よ
る
評
価
尺
度
、
評
価

基
準
音
設
定
や
規
模
算
定
の
研
究
な
ど
、
科
学
的
客
観
性

や
一
般
性
を
重
視
す
る
方
向
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
数

理
的
な
分
析
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
応
用
に
つ

な
が
る
。
ま
た
、心
理
的
手
法
と
し
て
、実
態
調
査
に
加
え
、

実
験
を
用
い
る
環
境
心
理
や
空
間
認
知
な
ど
の
例
も
あ
る
。

　
一
方
、
利
用
者
が
参
加
を
す
る
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス（
た

と
え
ば
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
住
宅
）や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の

実
践
的
な
取
組
み
や
、
さ
ら
に
、
増
改
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、

管
理
運
営
な
ど
で
は
、
実
践
の
場
面
で
の
知
識
や
応
用
が

求
め
ら
れ
る
た
め
他
領
域
と
の
接
点
も
あ
り
、
今
日
で
は
、

そ
の
領
域
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る（
図
5
）。

再
び
住
ま
い
か
ら
建
築
計
画
を
考
え
る

　
施
設
の
分
化
や
そ
の
計
画
手
法
の
精
緻
化
、
領
域
の
拡

張
と
細
分
化
に
よ
り
、
各
分
野
は
専
門
性
が
高
ま
っ
た
一

方
で
、
総
合
的
・
横
断
的
な
視
点
が
弱
ま
っ
て
い
っ
た
側

面
も
否
め
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
住
ま
い
」は
建
築
計
画

の
原
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
住
ま
い
か
ら
考
え
る
こ
と

は
、
人
が
か
か
わ
る
建
築
空
間
に
お
い
て
、
人
を
中
心
に

据
え
た
寸
法
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
の
複
合
性
・
総
合
性
を

考
え
る
出
発
点
と
な
る
か
ら
だ
。
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図1：建築計画による実験を迂回するプロセス 
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図2：建築計画と建築設計のプロセス

建築計画 建築設計

設計計画

目標設定

研究結果

目的

知見

調査結果

機能
要求

形態

与条件

コンセプト

用途計画 枠組み
条件整理

着想

面積配分
動線計画

敷地分析

土地利用
環境分析

周辺分析
条件設定

ゾーニング

意匠

構造

設備

材料仕上

色彩

採光・通風

眺望

規模計画
寸法計画

図3：建築設計におけるネットワーク型の思考プロセス住宅 施設
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図4：住宅と施設の機能分化と回帰
かつて住宅で行われていたさまざまな機能が分化し施設
となった（合理化）、近年は、「脱施設」という住宅への回帰
の動き（複合化）が目立つ

図5：今日の「建築計画」とその周縁領域のひろがり

建築計画は発展に伴い細分化と同時に領域が拡張して
いった
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設計計画史　コミュニティ計画　建築企画
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職能・資格　制度　設計教育
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「住宅や学校、病院などの建築施設が、人々によっ
て現実にどのように住まわれ、使われているかをし
らべ、調査結果の分析と考察をとおして、それらの
施設の計画のあり方を論じた研究（中略）『建築計画
学』としたのは、第一に、建築施設という空間時間
の場に繰り広げられる人間の営みを見つめ考える
ことから出発している点と、第二に、学校における
児童と教師、病院における患者と看護婦のように、
建築施設をおもに使う人々を主体と考えている点
で、この両者は共に建築計画の基底をなすものと
考えているからである」（序文「出版にあたって」建築
計画学1〜12、丸善、1970年）

表 1　吉武泰水による「建築計画学」の概略
巻数 タイトル 概要

1

地域
施設

総論
都市・農村の地域施設利用と利用権、地域施設の配置計画
とその利用、住宅地計画における人口構造、住宅地におけ
る人口構成の経年変化

2 商業 総論、商業施設の実態とその解析、商業施設の利用形態と消費行動、商業施設の計画と経営

3 教育 乳幼児施設、教育施設、学校の配置計画、公共図書館の配置計画

4 医療 医療施設数とその分布、農村地域における医療施設利用住宅団地における医療施設利用、医療施設配置計画

5 集合
住宅

住区 集合住宅地居住者の生活像、老人および子供の生活、生活領域
6 住戸 総論、住生活の動向と住戸平面、住戸計画論

7 農家住宅 農村住宅の空間構成、四間住宅の住い方、土間空間の計画
新農村の農家住宅

8 学校 1 建築計画学の理念と方法、小・中学校の建築計画に関する
研究小学校の建築計画に関する史的考察

9 学校 2 公立小・中学校の規模計画、小・中学校の運営方式
保育所・幼稚園の計画

10 病院 病棟の計画、外来部と中央診療施設の計画

11 図書館 図書館の奉仕活動、資料の出納システムと閉架式書庫
閲覧室と書庫の規模

12 施設規模 利用人員の変動、適正規模の計画、同時使用量の算定

工業高校 
指導要領 二級建築士 一級建築士

 大学 
（建築学科） 

建築学会 
学術論文 研究委員会 

　 建築の歴史 　 建築史  建築史 建築史 建築歴史・意匠
各部計画 
バリアフリー 
建築生産 

計画全般 
細部計画 

建築意匠 建築社会システム 
建築設計 建築計画 
　

住宅 
各種施設

居住施設 
各種施設 都市計画 

都市計画 住宅地計画 都市計画 都市計画 農村計画 
建築と環境 計画原論 自然エネルギーの

活用 
環境負荷の低減 

 
建築の設備 

設備計画 
空気調和設備 
衛生・防災設備 
建築構造 
建築構造設計 
建築施工 

構造 構造 

施工 施工

防 災・ 避 難 / 建 築
積算 
マ ネ ジ メ ン ト / 職
業倫理

建築法制 / 建築教育 
情報システム / 災害 
地球環境 / 特別研究 
海洋建築 

法規 

建
築
計
画

建
築
計
画

計
画

計
画
系
・
デ
ザ
イ
ン
系

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系 

建築物の計画 

環境・設備 

環境・設備 環境系 

計画系 

環境工学
建築設備

建築法規 法規 
そ
の
他

計
画

構造・材料 構造系 構造 / 防火 
材料施工 

建築計画 

建築の発意 建築の方針・理念・規範

実現に向けて 実証的な調査や研究にもとづく理論 基本的な知識、指標、データなど
事例 事例集、資料集成など

援用されるコンセプト 他分野の知見・理論・概念・手法 環境心理、社会学、経済学、文学など
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表3　吉武泰水によって体系化された建築計画学

表2　さまざまな「建築計画」および「計画系」の範囲

図2　建築計画と建築設計のプロセス

表4　設計を支援するさまざまな知見

図3　建築設計におけるネットワーク型の思考プロセス

図4　住宅と施設の機能分化と回帰
かつて住宅で行われていたさまざまな機能が分化し施設となった（合理
化）、近年は、「脱施設」という住宅への回帰の動き（複合化）が目立つ。

表1　吉武泰水による「建築計画学」の概略

図5　今日の「建築計画」とその周縁領域の広がり
建築計画は発展に伴い細分化と同時に領域が拡張していった。

図1　建築計画による実験を迂回するプロセス
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Ⅰ
部
　「
住
む
」か
ら
建
築
計
画
へ

建
築
の
起
源
か
ら
文
化
・
文
明
へ

3
1

キーワード 建築　シェルター　建築の体系化　ウィトルウィウス　建築十書　モドゥルス　木割書　匠明　家相　農村

　
今
私
た
ち
が
建
築
と
呼
ぶ
も
の
は
一
体
い
つ
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
。
そ
の
起
源
を
辿

る
こ
と
は
建
築
の
も
つ
本
質
的
な
意
味
を
確
認
し
建
築
の

可
能
性
を
探
る
重
要
な
作
業
で
も
あ
る
。

建
築
の
体
系
化
の
は
じ
ま
り

　
建
築
の
原
型
は
シ
ェ
ル
タ
ー
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
シ

ェ
ル
タ
ー
と
は
雨
露
を
し
の
ぎ
、
外
敵
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
本
能
的
要
求

に
も
と
づ
い
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
身
近
に
手
に

入
る
木
枝
な
ど
の
材
料
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
洞
窟
な
ど

の
自
然
地
形
を
活
用
し
た
も
の
な
ど
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
人
類
は
主
に
狩
猟
採
集
生
活
を

続
け
て
お
り
、
収
穫
が
減
る
と
次
の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
探
し

て
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
農
耕
技
術
が
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
る
と

人
類
は
移
動
す
る
こ
と
を
や
め
、
定
住
の
時
代
へ
と
移
行

す
る
。
各
地
で
集
落
が
形
成
さ
れ
、
環
境
の
変
化
に
適
応

し
た
建
築
技
術
や
固
有
の
生
活
風
習
な
ど
が
う
ま
れ
継
承

さ
れ
た
。
建
築
技
術
の
継
承
と
は
即
ち
建
築
の
体
系
化
の

こ
と
で
あ
り
、
経
験
や
努
力
の
蓄
積
を
継
承
可
能
な
も
の

に
加
工
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
多
く
は
口
承
な
ど
に
よ

り
無
形
の
知
恵
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
が
次
第
に
書
物

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
存
す
る
最
古
の
建
築
体
系
書
は
、
紀
元
前
1
世
紀
ご

ろ
の
古
代
ロ
ー
マ
の
建
築
家
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
に
よ
る

『
建
築
十
書
』（De architectura libri decem

）で
あ
り
、

ロ
ー
マ
の
初
代
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス（B.C.63-A.D.14

）

に
向
け
て
書
か
れ
た
と
言
わ
れ
る（
図
1
）。
こ
の『
建
築
十

書
』は
実
用
書
に
と
ど
ま
ら
ず
、
建
築
の
価
値
や
建
築
家
の

素
養
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
お
り
、
建
築
理
論
書
と
し
て
も
優

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
た
と
え
ば
第
一
書
に
は
建
築
家
の
素
養
と
し
て
用

（utilitas

）・
強（firm

itas

）・
美（venustas

）を
理
解
し
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
調
和
を
兼
ね
備
え
て

い
る
こ
と
が
建
築
の
価
値
に
も
繋
が
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
第
二
書
の
ほ
と
ん
ど
は
建
築
材
料
に
つ
い

て
書
か
れ
、
付
近
に
産
出
す
る
容
易
に
手
に
入
る
も
の
を

用
い
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
施
工
性
を
高

め
る
だ
け
で
な
く
、
修
復
を
要
す
る
場
合
な
ど
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
性
を
高
め
る
点
か
ら
も
合
理
的
で
あ
る
。
第
六
書

で
は
住
居
に
つ
い
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
住
居
の
向
き
・
配

置
や
気
候
と
の
関
係
、
住
居
の
シ
ュ
ム
メ
ト
リ
ア（
各
部
分

の
比
例
関
係
、
割
付
け
方
法
）、
柱
の
各
部
寸
法
な
ど
の
基

準
単
位
と
な
る
モ
ド
ゥ
ル
ス（m

odulus

）の
概
念
な
ど
が

示
さ
れ
て
い
る（
図
3
、
4
）。

「
匠
明
」と「
家
相
」

　
わ
が
国
に『
建
築
十
書
』に
匹
敵
す
る
よ
う
な
理
論
体
系

的
な
建
築
書
は
な
い
が
、
建
築
技
術
の
伝
統
を
伝
え
て
き

た
も
の
に「
木
割
書
」が
あ
る（
写
真
1
）。
木
割
書
は
代
々

の
大
工
世
襲
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
書（
い
わ
ゆ
る

実
用
書
）と
し
て
の
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
り
、
建
物
種

別
に
木
割
り（
即
ち
割
付
け
方
法
）を
示
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
中
で
も「
匠

し
ょ
う
め
い明」（
1
6
0
8
）は
も
っ
と
も
完
備
し
た

木
割
書
と
し
て
知
ら
れ
る
。
全
5
巻
よ
り
成
り
原
本
は
伝

存
し
な
い
が
、
写
本
は
東
京
大
学
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
存
す
る
最
古
の
木
割
書
と
し
て
は
、
法
隆
寺
大

工
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た「
三
代
巻（
さ
ん
だ
い
の
ま
き
）」

（
1
4
8
9
）が
知
ら
れ
る
。

　
木
割
書
が
う
ま
れ
た
の
は
大
工
職
が
世
襲
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
室
町
時
代
に
は
秘
伝
書
と
し
て

成
立
し
た
。
こ
れ
が
江
戸
時
代
に
な
る
と
出
版
さ
れ
広
く

一
般
に
も
知
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
大
工
職
は
建
設
業
に
従
事
す
る
職
人
と
し
て
、
建
築
需

要
の
旺
盛
な
都
市
部
で
う
ま
れ
た
技
術
者
集
団
で
あ
る
。

中
世
ま
で
は
主
に
朝
廷
に
属
し 

社
寺
建
築
に
従
事
す
る
技

術
者
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
が
、
中
世
以
降
と
く
に
戦
国

時
代
に
な
る
と
城
郭
の
造
営
や
城
下
町
の
建
設
が
必
要
と

な
り
、
徐
々
に
社
寺
建
築
か
ら
離
れ
た
大
工
職
が
う
ま
れ

た
。
一
方
、
農
村
で
は
専
業
大
工
は
稀
で
あ
り
、
農
閑
期

に
大
工
と
し
て
従
事
す
る
農
業
兼
業
の
大
工
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。
建
築
に
は
地
場
産
材
が
用
い
ら
れ
、
労
働
も
相

互
扶
助
が
基
本
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
光
景
は
戦
前
ま

で
広
く
農
村
で
み
ら
れ
た
。

　
な
お
、
木
割
書
の
よ
う
な
技
術
書
で
は
な
い
が
、
も
う

少
し
一
般
的
な
住
ま
い
の
あ
り
方
を
わ
か
り
や
す
く
記
述
し

た
も
の
と
し
て
は「
家
相
」が
あ
る
。
こ
れ
は
奈
良
時
代
に
中

国
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
技
術
体
系
で
は

な
い
も
の
の
あ
な
が
ち
迷
信
ば
か
り
と
も
言
え
な
い
。
た
と

え
ば
、
各
部
屋
の
方
位
の
問
題
と
し
て
、
鬼
門（
北
東
）に
台

所
や
風
呂
な
ど
の
水
ま
わ
り
を
置
い
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ

る
。
こ
れ
は
日
陰
と
な
り
湿
気
が
た
ま
り
や
す
く
不
衛
生
に

な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
も
あ
る
。
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図3　アトリウムの配された古代ギリシャの住
居例

ウィトルウィウスは『建築十書』第六書第三章におい
て、まずアトリウム（中央広間）の決定方式について
述べている。住居のアトリウム（中央広間）は架構形
式や幅、長さ、天井高さなどによって決められ、各
部屋の大きさが次々に決定されていくことになる。

写真1　木割書
秘伝であった木割術は江戸時代になると出
版され広く知られることとなった。写真の
もの（木版本「大工雛型」）は享保2（1717）年
につくられた6冊1組の木割書である。（竹
中大工道具館蔵）

図1　『建築十書』をアウグストゥスに披露するウィト
ルウィウス

図2　後世のダ・ヴィンチ
によるウィトルウィ
ウス的人体図挿し絵

図4　古代ギリシャ建築におけるモドゥルス
柱基部直径を1とする比例（アッテイカ風ベー
スをもつイオニア式オーダー）

ギリシャの神殿では、柱基部直径を基準として、柱
の高さや柱間など神殿各部のすべての寸法を比例的
に割り出したとされている。現代の建築モデュール
が工業化規格の意味合いが強いのに対して、モドゥ
ルスは視覚的によいリズムをつくり出す比例寸法の
システムといえる。

ファウン邸

サルスト邸

図5　江戸時代の木割図
木割は徐々に定式化し、部分の寸法を決めるだけで
全体の設計が完了する精緻なものとなった。建築の
マニュアル化ともいえるこのシステムは、構造的に
安定した形態などの経験則が積み重なり出来上がっ
たものである。
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Ⅰ
部
　「
住
む
」か
ら
建
築
計
画
へ

建
築
計
画
の
方
法
�
　条
件
把
握
の
た
め
の
調
査

2
2　建

築
計
画
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
須
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
種
々
の
調
査
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

建
築
計
画
に
お
け
る
調
査
の
役
割

　建
築
に
求
め
ら
れ
る
機
能
は
複
雑
で
あ
り
、
互
い
に
矛

盾
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
ま
た
、
要
求
そ
の
も

の
が
判
然
と
し
な
い
場
合
も
多
い
。
複
雑
な
要
求
を
一
つ

の
建
築
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
に
は
核
と
な
る
テ
ー
マ（
建

築
設
計
で
よ
く「
コ
ン
セ
プ
ト
」と
呼
ば
れ
る
も
の
に
相
当

す
る
）の
設
定
が
必
要
で
あ
る
。

　過
去
の
研
究
や
実
例
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
情
報
を
参
考

に
す
る
こ
と
が
ま
ず
考
え
つ
く
こ
と
で
あ
り
、
役
に
立
つ

こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
建
築
は
一
つ
一
つ
が
個
別
の
モ

ノ
な
の
で
、
既
往
研
究
・
既
往
事
例
か
ら
の
応
用
が
う
ま

く
い
か
な
い
場
合
も
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
場
合
、
具
体
的
な
調
査
を
実
行
す
る
こ
と

で
不
明
瞭
な
条
件
を
明
確
に
し
、
条
件
間
の
関
係
性
を
発

見
し
、
中
心
と
な
る
テ
ー
マ
の
設
定
を
目
指
す
。

調
査
の
流
れ

　き
ち
ん
と
し
た
準
備
の
も
と
、
調
査
に
臨
む
の
は
当
然

で
あ
る
。
調
査
の
目
的
を
明
確
に
し
、
余
分
な
内
容
を
含

ま
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
限
ら
れ
た
機
会
で
の
調
査
と

な
る
と
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
欲
張
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、

逆
に
調
査
の
焦
点
を
ぼ
や
け
さ
せ
、
曖
昧
な
結
果
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
調
査

が
あ
る
の
だ
が
、
結
果
を
予
想
せ
ず
に
手
探
り
で
行
う
こ

と
は
避
け
な
く
て
は
い
け
な
い（
図
1
）。
仮
説
を
立
て
る

こ
と
で
、
調
査
計
画
が
明
確
に
な
る
し
、
先
入
観
に
と
ら

わ
れ
て
は
い
け
な
い
が
、
よ
り
深
い
考
察
の
土
台
と
も
な

る
。
た
と
え
仮
説
と
は
違
う
結
果
が
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
ま
で
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
事
実
や
ア
イ
デ
ア
に

目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な
る（
図
2
）。
良
い
答
え
を
得

る
た
め
に
は
良
い
問
題
を
立
て
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　調
査
の
対
象
は
目
的
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
建
築

な
ど
の
モ
ノ
そ
の
も
の
、
モ
ノ
の
使
い
方
、
モ
ノ
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
る
空
間
に
お
け
る
人
間
の
行
為
や
人
間
関
係
、

モ
ノ
に
対
す
る
心
理
的
評
価
や
認
知
、
時
間
に
よ
る
そ
れ

ら
の
変
化
な
ど
を
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
目
的
だ
け
で
な
く
、
手

法
や
対
象
に
つ
い
て
も
吟
味
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

調
査
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
確
信
が
も
て
な
い
と
き
は
、

簡
易
か
つ
小
規
模
な
予
備
調
査
を
行
い
、
有
効
性
を
検
証

し
て
お
く（
図
3
）。

　想
定
し
た
通
り
に
調
査
が
運
ば
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
で
き
る
だ
け
余
裕
を
見
込
ん

で
立
て
る
。
調
査
が
始
ま
っ
た
ら
、
調
査
目
的
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
感
覚
を
研
ぎ
す
ま
し
た
状
態
で
進
め
て
い
く
。

集
中
し
、
五
感
を
活
用
す
る
こ
と
が
新
し
い
事
実
を
発
見

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
良
い
問
題
を
良
い
方
法
で
解

く
こ
と
で
よ
り
良
い
回
答
に
到
達
で
き
る
の
で
あ
る
。

調
査
方
法
と
表
現
方
法

　調
査
結
果
は
調
査
の
印
象
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
う
ち
に
記

録
・
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
後
々
の
再
考
・
検
証
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
調
査
の
目
的
と
得
ら
れ
た
結
果
に

ふ
さ
わ
し
い
手
法
で
分
析
・
評
価
し
、
建
築
の
あ
り
方
を

示
唆
す
る
内
容
に
練
り
上
げ
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
方
法

を
用
い
て
記
述
す
る（
図
8
）。
表
現
方
法
は
調
査
の
目
的
、

調
査
方
法
、
分
析
方
法
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
最
終
的

な
成
果
は
、
被
調
査
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
配
慮
し
た

う
え
で
、
な
る
べ
く
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

問
題
解
決
と
調
査

　条
件
把
握
と
は
、
各
方
面
か
ら
出
さ
れ
た
要
求
を
単
に

整
理
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
計
画
す
る
者
が
積
極
的
に
建

築
に
対
す
る
要
求
を
発
見
し
、
要
求
間
の
関
係
を
考
察
す

る
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
建
築
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
を

構
築
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
特
に
、
調
査
目
的
と

仮
説
の
設
定
に
は
計
画
者
の
価
値
観
や
視
点
が
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。
建
築
計
画
で
は
客
観
性
を
確
保
し
つ
つ
も
、

建
築
の
も
つ
社
会
的
な
役
割
に
対
す
る
計
画
者
の
立
場
が

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　調
査
の
一
つ
一
つ
は
個
別
事
例
に
つ
い
て
の
実
態
把
握

で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
一
般
的

な
法
則
の
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。
個
々
の
建
築

を
つ
く
る
実
務
と
し
て
の「
建
築
計
画
」と
建
築
計
画
に
関

す
る
知
識
の
体
系
を
充
実
・
拡
張
す
る「
建
築
計
画
研
究
」

が
相
互
補
完
し
て
い
る
。

　調
査
結
果
は
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
成
果
か
ら
一
般
性
を
引

き
出
し
、
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

キーワード 調査　仮説　調査計画　条件把握　調査目的
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知識の収納庫

問題提起 情勢判断
推論決断

思考レベル

経験レベル

探検探検

発想と統合発想と統合

実験準備実験準備

検証検証

野外観察 実験観察

A

B C

D E

F G

H

コースQコースQ

コースP
コースR

○　（民主的）

離れザ
ルも自然
に収まる

主題

×　（専制的）

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

問題意識

作業仮説

調査計画

分析

現地調査

記録整理

集計・分析・考察

報告発表

目的

調査

調査準備

すぐにまとめる
実態記録としての価値

五感を対象に集中

焦点の明確化

調査の基点

綿密な調査状況想定
（予備調査／具体化）

優れたアイデア
（対象・方法・時期）

わかりやすく
（図・表・キーワード・
ダイヤグラム等）

8 9 19181716151413121110 20

居室
リビング
食堂
その他

居室
リビング
食堂
その他

Fホーム・非痴呆GH入居者
痴呆度 5、移動自立、居室滞在
44.8％、リビング滞在 22.8％

F ホーム・痴呆GH入居者
痴呆なし、移動自立、居
室滞在 73.1％、リビング
滞在 5.5％線がとぎれているところはスタッフ介助による移動 歩行・徘徊 歩行・徘徊

2
章

　建
築
計
画
の
プ
ロ
セ
ス
と
方
法

図1　課題の発見と解決への筋道
既往研究や類似の事例から学ぶだけでなく、手足を動かす調査（野外観察や実験）と結果の
考察を通して、諸条件の理解と把握が可能になる。調査結果は、当該の建築のために利用
されるだけでなく、これまでの知識につけ加えられて将来の建築計画のために集積（アー
カイブ）される。

図2　KJ 法（川喜田二郎）
初めに全体の構造を設定して個別の項目をそれにあ
わせてグルーピングする（専制的）のではなく、似
た物どうしでできる自然なグルーピングを繰り返す
ことで、全体構造が発見できる（民主的）。

図4　持ち物調査（今和次郎） 図5　住まい方調査
（西山夘三：同潤会・代官山アパート、
6畳・4畳半型の住み方）

図3　調査の流れ 図6　スケッチマップ（鈴木成文） 図7　行動場面採取（西出和彦）

図8　追跡調査（石井敏ほか）

2章本文.indd   27 13/04/19   11:11
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Ⅰ
部
　「
住
む
」か
ら
建
築
計
画
へ

　
私
た
ち
の
心
と
体
は
年
齢
と
と
も
に
変
化
す
る（
図
1
）。

こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
は
使
い
や
す
い
建
築
空
間
を

考
え
る
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
建
築
が
障
害
を
つ

く
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
齢
期

　老
化

　
高
齢
期
に
は
、
心
身
機
能
や
運
動
機
能
な
ど
の
変
化
に

よ
る
影
響
が
大
き
い
。「
老
化
」と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
た
と
え
ば
視
覚
に
関
わ
る
変
化
と
し
て
、
光

量
調
節
能
力
が
低
下
し
た
り
、
水
晶
体
の
混
濁
や
黄
色
化

が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
明
る
さ
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
へ

の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
聴
覚
に
関
わ
る
変
化
と

し
て
、
耳
が
遠
く
な
る
、
高
い
周
波
数
の
認
識
能
力
が
低

下
す
る
と
い
っ
た
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
吸
音

性
の
仕
上
げ
へ
の
配
慮
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
運
動
機
能

低
下
は
つ
ま
づ
き
、
転
倒
、
移
動
困
難
な
ど
を
誘
発
す
る
。

ま
た
、
衣
服
の
着
脱
、
改
札
機
へ
の
切
符
投
入
、
小
袋
開

封
な
ど
が
困
難
と
な
り
外
出
へ
の
あ
き
ら
め
に
も
つ
な
が

り
注
意
を
要
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
高
齢
期
の
変
化
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

り
日
常
生
活
の
一
つ
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
難
易
度
が
上
が

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
あ
き
ら
め

が
生
活
意
欲
の
低
下
に
も
つ
な
が
る
悪
循
環
を
引
き
起
こ

さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一
方
で
、
高
齢
者
が
経
験

し
蓄
積
し
て
き
た
知
識
や
知
恵
は
知
的
資
産
で
も
あ
る
。

こ
れ
は
身
体
機
能
の
低
下
と
は
む
し
ろ
反
対
に
年
齢
を
経

て
成
熟
す
る
も
の
で
あ
り
、
来
る
べ
き
超
高
齢
社
会
に
お

い
て
高
齢
者
を
豊
か
な
社
会
資
本
と
し
て
捉
え
、
社
会
に

お
け
る
役
割
を
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

幼
児
期

　発
育
と
発
達

　
幼
児
期
の
子
ど
も
は
心
身
が
成
長
途
上
に
あ
り
、
何
に

で
も
興
味
を
も
ち
、
行
動
予
測
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。
身
体
の
成
長
は「
発
育
」と
呼
ば
れ
、
幼
児
期

の
特
徴
と
し
て
は
頭
が
大
き
く
下
半
身
が
短
い
、
平
衡
感

覚
が
未
発
達
で
視
野
も
大
人
と
比
べ
る
と
狭
い
と
い
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る（
図
2
）。
ま
た
、
心
の
成
長
は「
発
達
」

と
呼
ば
れ
、
家
庭
や
地
域
社
会
、
学
校
な
ど
で
の
教
育
や

日
常
生
活
で
の
反
復
の
中
で
経
験
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い

く
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
手
す
り
か
ら
身
を
乗
り
出
し

て
転
落
す
る
、
ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
て
や
け
ど
す
る
と
い
っ

た
住
宅
内
事
故
は
危
険
性
認
識
が
希
薄
も
し
く
は
欠
如
し

が
ち
な
幼
児
期
に
多
く
見
ら
れ
る
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
日
常
的
な
安
全
の
確
保
の
た
め
の
寸
法
配
慮
だ
け
で

な
く
、
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
学
習
を
ふ
ま
え

た
心
の
成
長
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
近
年
で
は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に
伴
い
、
高
い

と
こ
ろ
の
恐
怖
心
や
危
険
性
認
識
の
欠
如
が
み
ら
れ
る
幼

児
も
増
え
て
お
り
、
現
代
的
な
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

障
が
い
の
種
類

　
障
が
い
と
は
精
神
的
あ
る
い
は
身
体
的
機
能
が
一
定
程

度
低
下
し
、
そ
の
状
態
が
比
較
的
恒
久
的
に
継
続
す
る
状

態
を
い
い
、
肢
体
障
が
い
や
視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
、

認
知
症
な
ど
が
そ
の
種
類
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

障
が
い
の
概
念
は
、
そ
の
と
き
の
時
代
認
識
や
社
会
情
勢

と
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
１
９
８
０
年
に
発
表
し
た「
国
際

障
害
分
類
」で
は
、
機
能
・
形
態
障
が
い（Im

pairm
ent

）：

生
理
的
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
た
障
が
い
、
能
力
障
が
い

（Disability

） ：
個
人
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
た
障
が
い
、
社
会

的
不
利（H

andicap

） ：
社
会
的
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
た
障
が

い
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
て
い
た
が
、「
障
が
い
の
主

観
的
側
面
」（
人
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
止
め
方
、
乗
り
越
え
方
）

が
欠
け
て
い
る
と
い
う
批
判
を
受
け
、
２
０
０
１
年
に
修

正
さ
れ
た（
図
5
）。
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
障
が
い
を
捉
え
る

こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、 

障
が
い
者
と
は
障
が
い
し

か
も
た
な
い
存
在
で
は
な
く
、 

健
常
な
機
能
・
能
力
を
も
ち
、 

社
会
的
不
利
だ
け
で
な
く
社
会
的
な
有
利
さ
を
も
備
え
て
い

る
存
在
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
環
境
省
に
よ
る「H

O
USE ADAPTATIO

N
S 

FO
R PEO

PLE W
ITH

 PH
YSICA

L D
ISA

BILITIES

」

（
１
９
８
８
）に
お
い
て「
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、一
定
の
処
方
箋
は
な
い
」と
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

自
分
ら
し
く
住
む
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ

が
自
ら
の
障
が
い
を
受
け
入
れ
周
辺
の
人
達
や
環
境
も
含

め
た
生
活
の
場
を
構
築
し
て
い
く
過
程
で
生
み
出
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　
つ
ま
り
、
住
ま
い
に
お
け
る
障
が
い
へ
の
対
応
と
は
、

動
線
や
寸
法
、
設
備
面
の
工
夫
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
者

の
心
と
体
の
成
長
変
化
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
居
間
や
寝
室
に
隣
接
し
て
デ
ッ
キ
や
テ
ラ
ス

を
配
し
外
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
も
障
が
い

へ
の
対
応
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

年
齢
と
か
ら
だ
の
変
化

1
3
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80 歳 65 歳 50 歳 35 歳 20 歳 10 歳 1歳

心身機能、
運動機能の変化
　　　　男性
　　　　女性

・持久力
　（男）
　（対体重最大酸素
　消費量より）

・持久力
　（女）
　（対体重最大酸素
　消費量より）

・俊敏性
　（男・女）
　（全身反応時間より）

・握力（男）
・握力（女）

・平衡性（女）
　閉眼片足立ちより）

・平衡性（男）
　閉眼片足立ちより）

・肺活量（男）
・肺活量（女）

・体重（男・女）

・つまんで
　食べる
・単語が
　言えるよう
　になる
・着衣に
　応じる
・玩具
　を持たす
・支え歩き、
　つかまり歩
　ができる

・繊細な手作業や
　スピーディーな
　作業の効率最大

・手作業にスピードが
　出なくなる

・肉体的、精神的持久力が強い

・総合的、システム的な
　創造力が強い
・責任を伴う作業で、
　判断力がピーク
・視力が低下し始める

・単発的創造力が強い
・記憶力が強い
・直感、ひらめきのピーク
　（15～20 歳）
・視力がピーク

・道徳的に良い悪
　いが判断できる
　ようになる

・ボケがはじまる
・怒りっぽくなる
・気力が失われやすい
・視野が狭くなり、横か
　らの人に気付かない
・日常生活も大声でないと
　通じなくなる

・足腰が不自由になり
　介助を必要とする

・水道の蛇口やドアノブを
　回しにくくなる

・杖や壁に頼って歩行する

・白内障などの目の病気の
　罹患率が 90％に（70 歳）

・物忘れがはじまる
・老眼鏡が手ばなせなくなる
・高い音が聞きとりにくくなる
・テレビの音を大きくしてしまう

・握力が弱まり掃除機
　も重く感じる

・行動がスローペースになる

・浴室の出入りに手す
　りが必要になる
・トイレが近くなる

・ひらめきにくくなる
　（20 歳の 60％くらい）
・老眼がはじまる
・耳が遠くなりはじめる

・早起きになる
・寒がりになる
．高血圧などの持病を持ち、
　薬を常用しだす

・手作業の効率が著しく
　低下する（50 歳後半）

・階段の昇り降りに
　手すりが必要になる

・ 25 歳ぐらいから
　シワやミゾが深くなる

・歯、骨などの筋
　肉の調整力が急
　速にのび、12
　歳ころまでにピ
　ークになる

重心
へそ
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要介護の認知症
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要
介
護
高
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者
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万
人
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（Health Condition）
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心身機能・身体構造
（Body Functions 
& Structure）

環境因子
（Environmental Factors）

個人因子
（Personal Factors）

3
章

　設
計
の
基
礎
と
建
築
計
画

図1　年齢とからだの変化～心身機能・運動機能・視覚機能の変化～
この図は「日本人の体力標準第４版」（東京都立大学体育学研究室編）のデー
タをもとに代表的な変化を示したものである。加齢（aging）とは本来年齢

（age）を重ねていくことであり、この意味からすると人間は誕生の瞬間か
ら加齢がはじまっている。高齢期になると加齢にともない心身機能、運動
機能、視覚機能が低下する。

図2　年齢と体形変化
身長を同じとした場合の各部位の比率を見ると、子どもと成人の体は相
似形にならないことがわかる。子どもは成人に比べて頭部の占める割合
が大きく重心が高くなることに注意が必要である。

図3　平均身長の推移
日本人の体格は戦後に大きく改善した。この50年間で14歳男子は
17cm、17歳男子は9cm平均身長が伸びている。このように、同じ年齢
であっても時代による変化が見られる。

図4　要介護高齢者の増加
寝たきりや認知症などの介護を必要とする高齢者は2025年には520万人
になると推計されている。家庭での介護者の高齢化も進んでおりいわゆ
る老老介護の問題も指摘されている。

図5　ICF（国際生活機能分類）の生活機能構造モデル（2001年）
WHO（世界保健機関）によると機能・形態障害（Impairment）は心身機能・
構造（Body Functions & Structure）に、能力障害（Disability）は活動（Activity）
に、社会的不利（Handicap）は参加（Participation）にそれぞれ修正されプラ
スの面が強調された。
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Ⅱ
部
　
住
ま
い
の
計
画

生
活
行
為
と
空
間
・
時
間

3
4

キーワード 51C型　西山夘三　食寝分離　就寝分離　49B型　生活時間　ライフステージ　

　
個
々
の
建
築
空
間
と
生
活
行
為
の
対
応
は
固
定
的
な
も

の
で
な
く
、
そ
の
時
々
の
生
活
の
場
面
や
年
月
の
経
過
に

伴
う
生
活
の
変
化
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、

賃
貸
住
宅
の
よ
う
な
不
特
定
の
住
ま
い
手
を
想
定
し
な
く

て
は
い
け
な
い
場
合
は
、
固
定
的
な
対
応
関
係
に
も
と
づ

い
て
計
画
し
て
い
る
と
、
住
ま
い
方
の
工
夫
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

空
間
の
分
離
と
重
合

　
あ
る
一
時
期
の
住
ま
い
手
と
住
ま
い
方
の
状
態
に
最
適

化
し
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
変
化
す
る
住
ま
い
手
と
住
ま
い

方
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
計
画
が
求
め
ら
れ
る
。
と
は
い

え
、
住
ま
い
手
に
す
べ
て
を
任
せ
る
ワ
ン
ル
ー
ム
で
何
の

空
間
的
な
性
格
づ
け
も
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
で
は
、
生
活

を
組
み
立
て
る
手
が
か
り
が
住
ま
い
手
に
提
供
さ
れ
ず
、

逆
に
住
み
に
く
い
住
宅
と
な
っ
て
し
ま
う
。
生
活
を
展
開

し
て
い
く
な
ん
ら
か
の
原
理
を
組
み
込
む
こ
と
が
建
築
計

画
の
役
割
と
な
っ
て
く
る
。

　
公
営
住
宅
標
準
設
計
51
Ｃ
型
で
は
限
ら
れ
た
面
積
の
中

で
核
家
族
が
無
理
な
く
近
代
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
目

指
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
の
西
山
夘
三
に
よ
る
調
査
に
始
ま

る
多
く
の
小
住
宅
に
お
け
る
実
例
調
査
か
ら
導
か
れ
た「
食

寝
分
離
」と「
就
寝
分
離
」と
い
う
2
つ
の
原
理
を
柱
に
、
こ

の
住
戸
の
計
画
が
行
わ
れ
て
い
る（
図
1
、
2
）。

　
食
寝
分
離
と
は
、
食
事
の
場
と
就
寝
の
場
を
明
確
に
区

別
す
る
こ
と
で
あ
り
、
食
事
・
団
ら
ん
と
就
寝
と
い
う
住

宅
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
安
定
し
た
場

で
行
う
こ
と
で
、
住
宅
内
で
の
生
活
行
為
を
秩
序
立
っ
た

も
の
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
51
Ｃ
型
で
は
、
住
戸
面
積

の
制
限
が
あ
っ
た
た
め
に
、
独
立
し
た
食
事
室
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
調
理
と
食
事
と
い
う
二
つ
の

単
位
空
間
を
一
つ
に
統
合
し
、
独
立
し
た
居
室
と
し
て
用

意
し
て
い
る
。
現
在
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
の
ひ
な
形

と
で
も
呼
べ
る
部
屋
で
あ
る
。
以
前
に
設
計
さ
れ
た
49
Ｂ

型
で
は
、
台
所
に
隣
接
す
る
寝
室
が
食
事
に
も
就
寝
に
も

利
用
さ
れ
る
お
茶
の
間
的
な
部
屋
と
し
て
い
た
の
と
は
対

照
的
で
あ
る
。

　
就
寝
分
離
と
は
、
こ
れ
も
実
態
調
査
か
ら
発
見
さ
れ
た

理
念
で
あ
り
、
核
家
族
の
場
合
は
2
組
に
分
か
れ
て
就
寝

す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
独
立
性
の
高
い
寝
室
を
計

画
す
る
理
念
で
あ
る
。
49
Ｂ
型
で
は
寝
室
と
な
る
和
室
2

間
が
伝
統
的
な
日
本
家
屋
に
見
ら
れ
る
続
き
間
と
し
て
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
51
Ｃ
型
で
は
両
室
の
間
が
間
仕
切
り

壁
と
な
っ
て
、
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

他
方
の
寝
室
の
状
況
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
就
寝
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
51
Ｃ
型
で
の
食
寝
分
離
、
就
寝
分
離
の
原
則
の
導
入
は

住
ま
い
方
を
厳
格
に
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
住
ま
い
方
に
対
応
で
き
る
よ
う
考
慮
さ
れ
て

い
た
。
台
所
兼
食
事
室
と
4
畳
半
の
寝
室
は
引
き
戸
で
仕

切
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
開
放
す
る
こ
と
で
2
室
を
一

体
的
に
使
い
、
台
所
兼
食
事
室
の
広
さ
で
は
難
し
い
余
裕

の
あ
る
空
間
の
使
い
方
や
大
人
数
で
の
行
為
に
も
対
応
で

き
る
。
分
離
就
寝
も
夫
婦
・
子
ど
も
の
分
離
だ
け
で
な
く
、

性
別
で
の
分
離
や
生
活
時
間
の
違
う
住
ま
い
手
と
の
分
離

と
い
っ
た
使
い
方
も
想
定
さ
れ
て
い
た
。

生
活
時
間

　
同
じ
住
宅
に
住
ん
で
い
て
も
住
ま
い
手
個
々
の
生
活
時

間
帯
は
異
な
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
就
寝
や
勉
強

な
ど
の
静
か
さ
が
必
要
な
行
為
と
団
ら
ん
や
テ
レ
ビ
視
聴

な
ど
の
賑
や
か
さ
が
伴
い
が
ち
な
行
為
と
が
干
渉
し
合
わ

な
い
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
。

　
個
人
個
人
の
自
由
を
確
保
し
な
が
ら
、
家
族
と
し
て
の

ま
と
ま
り
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
同
時
に
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
促
進
と
い
う
相
反
す
る
要
求
を
調
停
す
る
こ
と
と
考
え

て
も
よ
い
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
行
為
に
費
や
す
時
間
も
均
等

で
は
な
く
、
多
く
の
時
間
を
か
け
る
行
為
と
そ
う
で
は
な

い
行
為
を
区
別
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
性
を
勘
案
す
る
よ

う
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い（
図
3
）。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

　
人
間
の
一
生（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
）は
い
く
つ
か
の
段
階

（
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
）に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
段
階
で
住
ま
い
手
や
住
要
求
が
変
化
し
て
い
く（
図
4
）。

　
長
い
年
月
使
い
続
け
ら
れ
る
住
宅
と
な
る
た
め
に
は
、

変
化
す
る
住
要
求
を
許
容
で
き
る
計
画
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
ま
い
方
や
増
改
築
も
想
定

し
た
建
築
計
画
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る（
図
5
）。

　
特
に
、
高
齢
期
や
子
育
て
期
に
は
特
有
の
住
欲
求
が
生

じ
る
の
で
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
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親世帯の住まい

1階　  S=1：800公子アトリエ

Phase 1 Phase 2

→ →

Phase 3

父親寝室
母親
寝室

居間・食堂

納戸 玄関ホール

中2階　 2階 

高橋夫妻
寝室

1年目に上階を寝室、
下階をクローゼット
に模様替え

居間+食堂のワンルーム

子世帯の住まい

鷹志書斎

クローゼット

1階　

高橋夫妻
寝室

巨大クローゼット

公子アトリエ

カーテン
2階で人が多く集まる
時には前室的な空間
として利用

中2階　 2階　

鷹志書斎倉庫

倉庫

本棚

中2階　 2階

鷹志書斎鷹志寝室
洋服ハンガー

書庫へは2階
テラスからも
出入りできる

大原工務所
（移転2001年）

1階　

旧アトリエ

資料室

　書庫
（完成2000年）

睡眠

家事

身の回りの用事

会話・交際

休息

趣味・娯楽・教養

マスメディア接触

テレビ

雑誌・漫画

レジャー活動

スポーツ

行楽・散策

平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
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日曜

行為者平均時間

全体平均時間

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
平均所要時間（h）

台所

台所兼 
食事室 

③公営住宅標準設計 51C 型
　（東京大学吉武研究室、35 ㎡）

結婚後経過年数

夫婦年齢

家族構成

家族周期

住要求の変化 ・
新
家
庭
の
成
立

・
親
子
同
一
就
寝

・
子
ど
も
室
の
確
保

・
異
性
間
の
子
ど
も
室
分
離

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

・
公
室
・
私
室
の
確
保

・
住
宅
規
模
の
拡
大

・
子
ど
も
室
の
廃
止

・
住
宅
規
模
の
縮
小

・
住
宅
設
備
の
充
実

・
趣
味
ス
ペ
ー
ス
の
充
実

・
高
齢
期
心
身
変
化
へ
の
対
応

・
介
護
の
必
要
性
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夫
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6030 （歳）

（年）

35 50 554540 8580757065

親子同居期夫婦同居前期 夫婦同居後期 高齢単身期

家族解消期
（施設入居など）
家族解消期
（施設入居など）
家族複合機
（子世帯との同居など）
家族複合機
（子世帯との同居など）

家族成立期家族成立期 家族成長期家族成長期 家族充実期家族充実期 家族縮小期家族縮小期

4
章

　住
宅
の
単
位
を
計
画
す
る（
戸
建
て
住
宅
・
住
戸
）

親夫婦と同居する夫妻が設計した自宅。両親の死去、
妻の死去といった大きな変化だけでなく、住要求に
応えるこまめな住まい方の変更を行っている。鉄管
フレームにより2階＋中2階が構造的には大きなワ
ンルームであったことが、多くの変化を実現するこ
とに寄与している。親世帯、子世帯双方のプライバ
シーのために1階と2階で独立した生活ができる計
画としたことも、その後の変化を受け入れる素地と
なっている。設えの変更や自作の家具など住まい手
の積極的な働きかけも見逃せない。図4　ライフサイクルと住要求

図1　1949年度公営住宅標準設計49B型

図2　1951年度公営住宅標準設計51C型
（東京大学吉武研究室、1951） 図3　生活行動の平均時間

図5　管の家（高橋公子・高橋鷹志、1981）

51C型では、食
寝分離以外に
も南向きの調
理台や洗濯流
し、収納の充実
など、近代的か
つ合理的な生
活を目指す計
画上の配慮が
見られる。

睡眠、家事、用事、マスメディア、TVを除くと個
人差が大きく、ライフスタイルの違いを反映して
いると見られる。住宅外での活動や個人の活動に
かける時間も比較的多い。
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